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トヨタ自動車グループと日産自動車㈱が新工場建設 

・トヨタ自動車グループが新松山臨海工業団地で次世代ＢＥＶ向けの電池を生産 

 ・日産自動車株式会社が福岡県で軽電気自動車に搭載する LFP バッテリーを生産 

「北部九州自動車産業グリーン先進拠点プロジェクト」が大きく前進！！ 
福岡県が「先進モビリティ」一大生産拠点へ 

 
 

○ トヨタ自動車株式会社（本社：愛知県豊田市）とプライムアースＥＶエナ
ジー株式会社（本社：静岡県湖西市）※1が、本県の「新松山臨海工業団地」
に九州新工場を建設し、次世代ＢＥＶ（次世代電気自動車）等への搭載を
目指している次世代電池（パフォーマンス版）の生産を行うことを決定し
ました。 

次世代電池（パフォーマンス版）は、現行車種である bZ4X に搭載している
電池よりも航続距離やコスト、充電時間等の面でパフォーマンス性を高め
たもので※2、九州新工場で２０２８年の生産開始が予定されています※3。 

○ また、日産自動車株式会社は、２０２８年に軽電気自動車に搭載する予定
のＬＦＰバッテリー※4 を開発・量産する計画を明らかにし※5、そのための
新工場を福岡県内に建設する予定としています。 

日産自動車株式会社は、より手頃な電気自動車を提供するための将来技術
の一つとして、ＬＦＰバッテリーを採用しています。 

○ 九州にはＥＶや自動運転に必要な車載半導体や画像センサーなどの先端技
術の生産拠点が集積しており、今回、新たに電気自動車の心臓部ともいう
べきＥＶ電池の工場が本県に立地することで、「北部九州自動車産業グリー
ン先進拠点プロジェクト」は大きく前進します、本県が「先進モビリティ」
の一大生産拠点へと発展していく新時代が幕を開けます。 

※１ 令和６年１０月１日から「トヨタバッテリー株式会社」に社名変更予定 

※２ 次世代電池(パフォーマンス版) 
トヨタ自動車の電動車 bZ4X(ビーズィーフォーエックス)に搭載している電池と比べ、

①航続距離２倍/１，０００ｋｍを実現(空力や軽量化などの車両効率向上分を含む)、②
コスト２０％減、③急速充電２０分以下を目指すパフォーマンスを高めた次世代電池(参
考：トヨタ自動車「統合報告書２０２３」) 

※３  九州新工場での生産について、トヨタ自動車株式会社とプライムアース EV エナジーは、
本日付で、経済産業省から「蓄電池に係る供給確保計画」として認定。 

※４ リン酸鉄リチウムイオンバッテリー 

※５ 車載用蓄電池（LFP バッテリー）の開発および量産について、日産自動車株式会社は、
本日付で、経済産業省から「蓄電池に係る供給確保計画」として認定。 

商工部企業立地課企業誘致係 
担当：豊島、安藤 
内線：３７５８ 
直通：０９２－６４３－３４４１ 

トヨタ自動車株式会社・プライムアース EV エナジー株式会社、日産自動車株式会社と同日発表 
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〇トヨタ自動車グループによる工場建設について 

１ 新工場概要 

事業主体 
トヨタ自動車株式会社（用地購入） 

プライムアースＥＶエナジー株式会社（工場建設及び生産） 

立地場所 苅田港新松山臨海工業団地第２期分譲地（京都郡苅田町新松山２丁目） 

面  積 敷地面積 ２７６，５１７．７８㎡ 

操業開始予定 令和１０年(２０２８年) 

業務内容 次世代電池の生産 

 
２ 企業概要 

社  名 トヨタ自動車株式会社 

代 表 者 代表取締役社長 佐藤 恒治（さとう こうじ） 

本社所在地 愛知県豊田市トヨタ町 1番地 

設  立 昭和１２年８月２８日 

資 本 金 ６，３５４億円 

売 上 高 １７兆５，７５５億円（令和６年３月期実績値） 

従業員数 ７０，２２４人（令和６年３月末時点） 

業務内容 自動車の生産・販売 

  

社  名 
プライムアースＥＶエナジー株式会社 

（１０月１日からトヨタバッテリー株式会社に社名変更予定） 

代 表 者 代表取締役社長 岡田 政道（おかだ まさみち） 

本社所在地 静岡県湖西市岡崎２０番地 

設  立 平成８年１２月１１日 

資 本 金 ２００億円 

売 上 高 ２，３７８億円（令和５年度実績） 

従業員数 ４，８８１名（令和６年６月時点） 

業務内容 
ＨＥＶ用ニッケル水素バッテリー、リチウムイオンバッテリー 

バッテリーマネジメントシステムの開発・製造・販売 

 

３ 新松山臨海工業団地第２期分譲地の概要 

所 在 地  京都郡苅田町新松山２丁目 

分譲面積  ２７６，５１７．７８㎡ 

分譲価格  ２２，０００円／㎡（７２，６００円／坪） 

アクセス  北九州空港（３km）、苅田北九州空港ＩＣ（３km）、国道１０号（２km） 

  新松山臨海工業団地についてのお問合せ窓口：県土整備部港湾課管理係（０９２－６４３－３６７４） 

 

【周辺地図】 
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４ 新工場建設決定に係る苅田町 遠田孝一町長コメント 

  ・別紙のとおり 

 

５ トヨタ自動車株式会社及びプライムアースＥＶエナジー株式会社のリリース資料 

   各社のＨＰからご覧ください。 

・トヨタ自動車株式会社リリース名  

次世代 BEV 向け電池と全固体電池の開発・生産に向けた「蓄電池に係る供給確保計画」が経済

産業省より認定 

・プライムアースＥＶエナジー株式会社リリース名 

   次世代 BEV 向け電池の生産に向けた「蓄電池に係る供給確保計画」が経済産業省より認定 

 

〇日産自動車株式会社による工場建設について 

 

１ 概 要 

   福岡県内に建設 ※現在、土地の契約に向けて調整中のため非公表 

 

２ 企業概要 

社  名 日産自動車株式会社 

代 表 者 代表取締役社長 内田 誠（うちだ まこと） 

本社所在地 神奈川県横浜市西区高島一丁目 1番 1号 

設  立 昭和８年１２月２６日 

資 本 金 ６，０５８億１，３００万円 

売 上 高 ４兆１，８７２億円（令和６年３月期実績値） 

従業員数 ２４，０３４名（令和６年３月末時点） 

業務内容 自動車の製造、販売および関連事業 

 

３ 日産自動車株式会社のリリース資料 

   日産自動車株式会社のＨＰからご覧ください。 
 

・日産自動車株式会社リリース名 

日産の LFP バッテリーの開発および量産が経済産業省の「蓄電池に係る供給確保計画」とし

て認定 
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（別紙） 

 

トヨタ自動車㈱とプライムアースＥＶエナジー㈱の 

新工場建設に対する苅田町長コメント 
 
 
 このたび、トヨタ自動車株式会社とプライムアースＥＶエナジー株式会社には、新松山

臨海工業団地へ九州新工場の建設を決定していただき、心から感謝申し上げます。 

 苅田町は、東九州自動車道・苅田北九州空港インターチェンジ、国際貿易港の苅田港、

２４時間運用可能な北九州空港といった交通インフラが整備され、陸・海・空の交通結節

点となっており、自動車産業を中心とした「ものづくり」の町として発展してまいりまし

た。 

 また、苅田町においては、カーボンニュートラルに向けた取組みを積極的に行い、持続

可能な社会を構築するため、ゼロカーボンシティ苅田を宣言しております。 

 今回の九州新工場建設は、本町の「ものづくり産業」をさらに厚くするとともに、地域

経済の更なる活性化とカーボンニュートラル社会の実現に寄与するものと、大変嬉しく、

また心強く思っています。 

 町といたしましては、今後の新工場の建設、事業活動が円滑に進展するよう、福岡県と

共に支援してまいります。 

 

 

 

 

 

苅田町長 遠田 孝一  


